
いわて未来づくり機構 

令和２年度総会・第２回ラウンドテーブル 
 
                     日時：令和２年 11月 12日（木） 

                        総 会        9:45～10:05 

                        ラウンドテーブル  10:05～12:00 

                     会場：アートホテル盛岡 ３階鳳凰の間 

 

        次     第        0 

 総会  9:45～10:05                     

  １ 開会 

  ２ 共同代表挨拶  

  ３ 議事 

   (1) 議案第１号 令和元年度活動実績（案）について 

   (2) 議案第２号 令和２年度活動計画（案）について 

 

 

 ラウンドテーブル 10:05～12:00                              

  テーマ「地域を牽引する産学官連携及び高等教育の将来像」 

 

  １ 講演 

    講師 経済産業省 東北経済産業局長 渡邉 政嘉 氏 

       セルスペクト株式会社 代表取締役兼 CEO 岩渕 拓也 氏 

 

  ２ ディスカッション 

 

  ３ 閉会 
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出席者 

【講師】 

  経済産業省 東北経済産業局長 渡邉 政嘉 氏 

  セルスペクト株式会社 代表取締役兼 CEO 岩渕 拓也 氏 

【ラウンドテーブルメンバー】 

氏  名 所  属 ・ 職  名 

谷 村  邦 久 
岩手県商工会議所連合会 会長 
みちのくコカ・コーラボトリング㈱代表取締役会長 

高 橋  真 裕 (一社)岩手経済同友会代表幹事、㈱岩手銀行代表取締役会長 

米 谷  春 夫 大船渡商工会議所会頭、㈱マイヤ代表取締役会長 

小 川   智 岩手大学 学長 

鈴 木  厚 人 岩手県立大学 学長 

達 増  拓 也 岩手県知事 

【企画委員会委員】 

氏  名 所  属 ・ 職  名 

堀 江   淳 岩手県立大学副学長(総務)／事務局長【企画委員長】 

橋 本  良 隆 岩手県商工会議所連合会専務理事 

佐々木 泰司 ㈱岩手銀行 常務取締役 

藤 代  博 之 岩手大学理事（総務・企画・評価・広報担当）／副学長 

八重樫 幸治 岩手県政策企画部長 

【作業部会座長】 

氏  名 所  属 ・ 職  名 

小 川  晃 子 医療福祉連携作業部会座長 岩手県立大学名誉教授・特命教授 

高 橋  則 仁 【欠席】かけ橋作業部会座長 岩手県ふるさと振興部県北・沿岸振興室特命参事兼沿岸振興課長 

田 代  高 章 復興教育作業部会座長 岩手大学教育学部教授 

菊 池  芳 彦 いわて復興未来塾作業部会座長 岩手県復興局副局長 

古 舘  慶 之 ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進作業部会座長 岩手県政策地域部科学・情報政策室長 

庄司 知恵子 子育て支援作業部会座長 岩手県立大学社会福祉学部准教授 

高橋則仁（再掲） 【欠席】新しい三陸創造作業部会座長(※) 岩手県ふるさと振興部県北・沿岸振興室特命参事兼沿岸振興課長 

小野寺 純治 ふるさといわて創造作業部会座長(※) 岩手大学研究支援・産学連携センター客員教授 

 ※ 令和元年度で活動終了  
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議案第１号  

 

令和元年度活動実績（案）について 

 

 いわて未来づくり機構 会則第７の３（２）により、令和

元年度活動実績について、次のとおり承認を求める。 

 

 

 

 

令和２年 11月 12日 
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R1.11
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議案第２号  

 

令和２年度活動計画（案）について 

 

 いわて未来づくり機構 会則第７の３（１）により、令和

２年度活動計画（案）について、次の通り承認を求める。 

 

 

 

 

令和２年 11月 12日 
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いわて未来づくり機構 会則  
 

（名称） 

第１ 本組織は、「いわて未来づくり機構（以下「機構」という。）」という。 

（目的） 

第２ 機構は、岩手県内で活動する組織が智慧と行動力を結集するためのネットワークを構築し、

岩手県の地域社会の総合的な発展に向けて県民力を挙げオール岩手で取り組み、具体的に実践

していくことを目的とする。 

（構成） 

第３ 機構は、第２の設置目的に賛同し、事務局に入会の意思を表示した岩手県内で活動する組

織（以下「会員」という。）をもって構成する。 

（活動事項） 

第４ 機構は、第２の目的を達成するために次の活動を行う。 

(1) 岩手県の地域社会の総合的な発展に資する方策の検討及び実践 

(2) (1)に係る情報発信 

(3) 会員相互及びラウンドテーブルと会員の意見交換及び情報共有 

(4) (1)～(3)を行うためのネットワークづくり 

(5) その他、機構の目的を達成するために必要な事項の検討及び実践 

（ラウンドテーブル） 

第５ 機構にラウンドテーブルを置く。 

２ ラウンドテーブルメンバーの変更は、ラウンドテーブルメンバーの過半数の承認を得て行う。 

３ ラウンドテーブルは、共同代表が必要と認めたとき開催する。 

４ ラウンドテーブルは、岩手県の地域社会の総合的な発展のために克服すべき重要な課題につ

いて意見を交換し、提言を行う。 

５ 必要に応じ、学識経験者等にラウンドテーブルへの出席を求めることができる。 

（共同代表） 

第６ 機構に共同代表を若干名置く。 

２ 共同代表は、ラウンドテーブルメンバーの中から互選する。 

３ 共同代表は、それぞれが機構を代表し、機構の業務を統括する。 

４ 共同代表の任期は、２年とする。ただし、再任を妨げない。 

（総会） 

第７ 総会は、共同代表が招集する。 

２ 総会の議長は、共同代表が務める。 

３ 総会は、次の事項を議決する。 

(1) 事業計画の決定及び変更 

(2) 事業報告の承認 

(3) 会則の制定及び改正 

(4) その他必要と認められる事項 
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（企画委員会） 

第８ 機構に、活動の企画・調整を担う企画委員会を置く。 

２ 企画委員会は、ラウンドテーブルメンバーが指名する者をもって構成する。 

３ 企画委員会に委員長を置く。 

４ 委員長は、企画委員の中から互選する。 

５ 企画委員会の運営については、別に定める。 

（アドバイザリーボード） 

第９ 機構に、特定の課題に対し提言を行うアドバイザリーボードを置くことができる。 

２ アドバイザリーボードの設置及び廃止は、ラウンドテーブルで決定する。 

３ アドバイザリーボードは、ラウンドテーブルメンバーが指名する者をもって構成する。 

４ アドバイザリーボードの運営については、別に定める。 

（作業部会） 

第10 機構に、特定の課題に関する連携・協働の方針の策定、協働事業の企画立案及び協働事業

の実践並びに必要な調査研究等を行うため、作業部会を置くことができる。 

２ 作業部会の設置及び廃止は、ラウンドテーブルで決定する。 

３ 作業部会は、ラウンドテーブルメンバーが指名する者をもって構成する。 

４ 作業部会の運営については、別に定める。 

（会費） 

第11 機構の会費は、無料とする。ただし、一部事業の実施に伴い、参加負担金等を徴収するこ

とができる。 

（事務局） 

第12 機構の事務を処理するため、事務局を置く。 

２ 事務局は、ラウンドテーブルメンバーが協力して運営する。 

（その他） 

第13 この会則に定めるもののほか、機構の運営に関し、必要な事項は、共同代表が別に定める。 

 

附則 この会則は、平成20年４月24日から施行する。 

附則 この会則は、平成22年５月25日から施行する。 

附則 この会則は、平成23年７月19日から施行する。 

附則 この会則は、令和元年７月８日から施行する。 
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いわて未来づくり機構 作業部会 

令和元年度実績報告及び令和２年度活動計画 

 

 

 医療福祉連携作業部会 ・・・・・・・・・・・・・ １ページ 

 かけ橋作業部会・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ページ 

新しい三陸創造作業部会 ・・・・・・・・・・・・２１ページ 

 復興教育作業部会 ・・・・・・・・・・・・・・・２３ページ 

 いわて復興未来塾作業部会 ・・・・・・・・・・・３３ページ 

 イノベーション推進作業部会 ・・・・・・・・・・４１ページ 

子育て支援作業部会 ・・・・・・・・・・・・・・４３ページ 

ふるさといわて創造作業部会 ・・・・・・・・・・４９ページ 

  

  

 

 

参考資料 



 



いわて未来づくり機構 医療福祉連携作業部会の実績報告・活動計画 

 

テーマ：  地域包括ケアにおける情報通信技術（AI・IoT含む）と社会技術の融合 

 座長： 小川晃子 担当団体：岩手県立大学 

 

報告要旨 

本作業部会では、医療・福祉が連携した地域包括ケアに資するために、AI・IoTを含む情報

通信技術と、地域の見守り体制や高齢者の情報リテラシー向上等の社会技術を融合したモデ

ル開発と実証に取り組んできた。この取り組みは、新型コロナウィルス感染予防が必要な現

状で、高齢者の孤立化や虚弱化を防ぐ取り組みに直結するものである。 

その代表的な取り組みは、以下の3点である。 

令和元年度は、高齢者の能動的な安否確認システム「お元気発信」を岩泉町の電話型ＩＰ

端末に実装し社会実験を行い、今年度は全町普及に向けての実装に取り組んでいる。 

 また、AIスピーカーを活用した服薬支援見守りの社会実験を行っており、次年度以降の過

疎化・高齢化が進展する北いわて等の地域での実装に向けて取り組み中である。 

 さらに、介護ロボットニーズ・シーズ連携協調協議会岩手県協議会の一員として「遠隔通い

の場ロボットKadaru-Be」の社会実験を令和元年に主担当した。令和2年度は、高齢者がテレ

ビのチャンネルのように簡単な操作で利用できるシステムを活用し、いきいきサロンや高齢者

大学を遠隔で行う社会実験を滝沢市で11月に実施する。その成果をもとに行政・社協等の理解

を得て岩手県内での早急な実装へと進める予定である。 

 

１．令和元年度の作業部会開催実績と検討内容等（アウトプット） 

令和元年7月27日 

 

令和元年10月6日 

（準備のための作業

部会5月25日、7月26

日） 

令和2年2月22日（準

備のための作業部会1

月31日、2月17日） 

令和2年3月28日 

日本社会福祉学会東北ブロック大会 基調講演・シンポジウム「高齢

者の孤立防止とコミュニティづくり」岩手県立大学で運営・報告 

日本遠隔医療学会学術大会（アイーナ）ワークショップ「ICT活用見

守りの地域包括ケアにおける効果と課題」運営・報告 

 

 

講演・事例報告・パネルディスカッション「服薬支援見守りを考える

―地域包括ケアにおける活用」花巻なはんプラザ大ホールにて運営・

報告【別添チラシ参照】 

重度障害児のためのコミュニケーション支援の研修会を島根大学伊藤

史人氏と共催する予定であったがコロナ禍で延期した 

 

２．令和元年度の活動に係る成果と課題等の評価（アウトカム） 

令和元年度活動計画 令和元年度活動状況・成果・課題 

（1）岩手県と連携した孤立防止と

コミュニティづくり 

①「北いわてにおける生活支援型

コミュニティづくり―中山間地域

の持続可能な生活を実現する新た

な社会技術の確立」（政策地域部

地域振興室県北沿岸振興課等と連

携） 

※いずれも岩手県立大学地域協働型研究Ⅱ採択 

 

岩手町豊岡地区（33世帯・高齢化率68.8％）の20世帯で

お元気発信を導入し見守り体制を構築した。 

岩泉町安家地区（539人・高齢化率57.9％）において、全

世帯に配布されている電話型ＩＰ端末に実装し社会実験。 

【スライド①】2月の町長施政演説において「安家の結果を

もって全町的取り組みを検討」。 
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 ②「岩手県における重層的見守

りシステムの検討と構築」（岩手

県保健福祉部地域福祉課等との連

携）  

（2）アクションリサーチの継続的

展開 

 ①AI・IoTを活用した医療・福祉

連携 

 

 

 

②高齢者の終活支援と認知症とと

もに暮らせるまちづくり 

  

 

③重度障害者のコミュニケーショ

ン支援の医療・福祉・教育現場へ

の普及促進 

②10年間のお元気発信と重層的見守りの成果をもとに、新

たな見守り体制づくりについて検討を開始。 

  

 

 

 

・AIスピーカーによる服薬支援見守りを開発【スライド

②】 ・コミュニケーションロボットによる見守り実証実

験【スライド③】 

・岩手県介護ロボットニーズシーズ連携協調協議会の一員

として遠隔通いの場Kadaru－Be社会実験【スライド④】 

・滝沢市等で当事者ネットワークを形成し講演活動【スラ

イド⑤】 

・「注文を間違えるカフェ（仮称）継続的取り組みへの検

証を開始 

③重度障害児のコミュニケーション支援に関する研修会

開催を予定していたが、コロナ禍により延期 

 

３．今後の活動方針・予定 

（1）「新しい生活様式」における高齢者の孤立防止と虚弱化防止のためのICT活用促進 

①高齢者の能動的安否確認システム「お元気発信」の普及促進 

 コロナ禍で民生委員等の対面見守りが困難な状況において、電話だけで安否を確実に確認で

きる「お元気発信」の有効性は高い。 

岩手県ふるさと振興部・保健福祉部、及び岩手県社会福祉協議会等とのこれまでの取り組み

を継続しつつ、ICTを活用した見守りシステムと高齢者のリテラシー支援策を促進する。 

 令和2年7月31日には岩手県社会福祉協議会において市町村社会福祉協議会に対する研修を

行い、11月20日には市町村社協へのワークショップを実施する予定である。 

 岩泉町でのIP電話活用見守りは安家地区の、岩手町でのお元気発信は豊岡地区の、それぞれ

の令和元年からの社会実験成果を全町的普及へとつなげる予定である。 

 

②AI・IoTを活用した生活支援策の開発と実装 

 AIスピーカーを活用した服薬支援見守りの社会実験を令和2年度10月に実施しており、この

成果をもとに次年度以降に高齢者・過疎化が進展する北いわて等での生活支援策の実装へと進

める予定である。 

 

②遠隔通いの場Kadaru-Beの実装 

 高齢者が交流や体操・生きがいづくり活動を自宅で継続できるよう、令和元年度の実証実験

成果を活かして、遠隔通いの場を実装する。令和2年11月には滝沢市で、テレビチャンネルの操

舵程度で活用できるシステムを用いて、いきいきサロンや高齢者大学の実証実験を行う。その

成果をもとに、自治体や社協へ訴求し、次年度以降の実装へと進める予定である。 

 

（2）認知症とともに暮らせるまちづくり 

 令和2年7月8日に岩手県立大学において認知症に関するまちづくりへの認知等当事者参加を

訴求するイベントを開催した。【別添チラシ参照】。その際にも話題としたが、岩手県立大学

に隣接するカフェ（パンテック）において、認知症当事者が活動する「注文を間違えるカフェ
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（仮称）」を1産学市民連携で実現できるよう体制づくりをしており、令和2年12月に試行をし、

その後は継続的に展開できるよう検討していく。 

 令和2年9月28日は、もりおか女性センター主催の講演会において「認知症とジェンダー（仮

称）」の講演を当事者と家族の時計屋一座で行い、新たなネットワーク形成を図りつつある。 

 今後は認知症のVR体験等も取り入れ、市民理解を促進していく。 

（3）重度障害者のコミュニケーション支援の医療・福祉・教育現場への普及促進 

 令和2年3月に予定し延期した重度障害児に対するコミュニケーション支援策の研修会を令

和2年度後半に開催する予定である。 
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服薬支援見守りを考える

2月22日 13:00～16:00
（12:30 開場）

2020 年

会場：なはんプラザ大ホール（JR花巻駅より徒歩 1分）
参加無料

予約不要
（100 名まで入場可）

土

薬の飲み忘れを防ぎ、見守りと異変の早期発見の
機能を持つＩＣＴ（情報通信技術）を活用した「服薬
支援見守り」の取組みから、新たな地域包括ケアの
あり方を考えます。

医師、薬剤師、ケアマネジャー、社会福祉協議会等の関係者が出席

パネルディスカッション
「多職種連携と ICT 活用見守りー服薬支援を中心として」

上嶋健治氏（京都大学医学部附属病院　相談支援センター長）

基調講演第１部

山口　淳氏（遠野市国民健康保険中央診療所　医師）
鈴木亮二氏（東北大学医学系研究科　助教）

事例報告
「遠野市における服薬支援見守り」

小川晃子氏（岩手県立大学社会福祉学部　教授）
「岩手県における ICT 活用医療福祉連携」

※休憩時間に「見守り機能付き服薬支援装置」㈱石神製作所（花巻市）のデモをご覧ください。

「今さら聞けないお薬の話：この薬いつまで続けるんですか？」

車の場合は、「なはんプラザ」の前にある花巻駅南駐車場（第 1・第 2）をご使用ください。
（1 時間まで無料・3 時間まで 100 円）

【主催】岩手県立大学（戦略的研究プロジェクト「自分らしく生ききる」代表 小川晃子）
　　　  日本遠隔医療学会・在宅見守り支援分科会
【後援】岩手県／花巻市／遠野市／花巻市医師会／花巻市歯科医師会／花巻市薬剤師会／岩手県社会福祉協議会
　　　  岩手県民生児童委員協議会／岩手県社会福祉士会／ケアマネ協会
　　　  難病連・認知症の人と家族の会岩手県支部 
お問合せ：岩手県立大学　見守りプロジェクト室
　　　　　（メール）aki@iwate-pu.ac.jp（電話・ファクシミリ）019-694-3343

－地域包括ケアにおける活用－

第 2部

第 3部

忘れでらった。
今がら飲むがら！
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いわて未来づくり機構 かけ橋作業部会の実績報告・活動計画 

 
テーマ：「いわて三陸復興のかけ橋プロジェクト」の推進 

 座長：高橋 則仁 担当機関：岩手県 

 

 

 

１．令和元年度の作業部会開催実績と検討内容等（アウトプット） 

令和元年９月27日 

 

 

 

令和２年３月10日 

第13回作業部会開催 

・ かけ橋作業部会の活動状況について 

 ・ 当事業の来年度の方向性について 

 

第14回作業部会開催 

・ 令和元年度活動実績（案） 

・ 令和2年度活動計画（案）について 

 

 

報告要旨 

プロジェクト概要  東日本大震災津波からの復旧・復興には、行政はもとより、

広く民間等の取組も重要であることから、平成23年から、被災地が抱える課題と

県内外からの支援の提案をマッチングさせ、行政や民間、ＮＰＯ等のアイデア、

行動力を結集させた取組を展開。 

 
・ 被災地の課題は、一過性のものから、産業やコミュニティ再生等の中長期的な課題に

移行してきている。震災の風化が進み、県外の一部の企業・団体では、復興支援に加え

て、ＣＳＲ（企業の社会的責任）や企業の利益も目指すＣＳＶ（共通価値の創造）の活

動を展開している。 

・ 令和元年度は、短期的な寄付などの支援マッチングのほか、新商品開発やコミュニテ

ィ支援等の分野における協働事業の復興支援マッチングが成立した。 

・ 復興支援マッチングについて、これまで委託事業により実施してきたが、本年度で委

託が終了となることから、これまで関係性を築いた県内外の企業との繋がりを維持しな

がら来年度以降の取組について検討する。 
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２．令和元年度の活動に係る成果と課題等の評価（アウトカム） 

令和元年度事業計画 令和元年度事業実績･成果 

(1) 復興支援マッチング 

短期、中長期の支援について以下の２

系統の体制で対応。 

① 短期的支援 

物資供与やボランティア派遣等の

支援マッチングは、一定のニーズが

あることから継続して対応。 

② 中長期的支援 

産業再生やコミュニティ再生等の

支援マッチングの要請に重点的に対

応。 

 

【目標：支援件数 15件】 

 

(2) 復興関連情報の発信 

被災地の復興の進捗状況や様々な活動

を復興支援ポータルサイト「いわて三陸

復興のかけ橋」やツイッター、フェイス

ブック等により総合的に情報発信。 

【目標：ポータルサイト等アクセス数 

220,000アクセス】 

 

(3) 復興支援ネットワークの強化 

沿岸被災地の現状やニーズの紹介

と、支援企業の活動について情報交換

を行うため、都内で「岩手かけ橋共創

ネットワーク会議」を開催し、県内外

のネットワークを構築・強化する。 

 

 

【目標：ネットワーク構築企業数 90社】 

メーリングリスト登録企業数 

 

 

 

① 「いわて三陸復興のかけ橋推進協議会」

に配置する復興支援員を中心に実施し、４

件をマッチング。 

 

② 業務委託先の（一社）ＲＣＦを中心に、

被災地の課題やニーズを把握し、首都圏の

企業等からのヒアリングを実施した結果、

新商品開発やコミュニティ支援等の分野で

計12件の復興支援マッチングに至る。 

【実績：16件】 

 

 

ポータルサイトやSNS等を活用し、被災地

の様々な復興関連情報を発信。特に三陸防

災復興プロジェクト2019やRWC2019釜石開

催といった大規模イベントの現地取材を実

施し、三陸地域の魅力の発信に努めた。 

【実績：324,164アクセス】 

  

 

首都圏企業・団体の担当者を対象とし、９

月に東京都内で実施し、沿岸被災地の現状や

ニーズの紹介のほか、支援企業の活動につい

て情報交換を行った。 

そのほか、メーリングリストを活用し、登

録されている企業に対してかけ橋事業の再

周知やマッチング事例の紹介を行うなどネ

ットワークの維持・強化に努めた。 

 

【実績：91社】 
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３．今後の活動方針・予定 

これまで継続的に協働事業を展開いただいている企業や、復興支援に御協力いただいて

いる企業との継続的な繋がりを維持していくため、復興支援マッチングに注力しながら、

来年度以降の取組について検討する。 

① 復興支援マッチング  

これまで業務委託により推進していたが、今年度で委託が終了することから、継続

的に復興支援の取組を行っていただいている企業との繋がりを維持できるよう、関係

づくりを進める。 

・ 産業再生等に係る支援マッチングについては、連携や協働に意欲のある企業を中心に、

市町村や団体との共同事業を推進実施いただける企業へのヒアリングを推進する。 

・ 物資供与や寄付などの支援マッチングは、いわて三陸復興のかけ橋推進協議会

を中心に対応する。 

        【目標：支援件数 15件 実績（９月末現在）:７件】 

② 復興関連情報の発信 

被災地の復興状況及び支援ニーズを伝えるため、復興支援ポータルサイト「いわて

三陸復興のかけ橋」やＳＮＳ等により総合的に情報発信を行う。 

※ポータルサイトは12月でサポート期限終了のため閉鎖し、県ホームページへ移行 

【目標：ポータルサイト等アクセス数 220,000アクセス  

 実績（９月末現在）：116,603アクセス】 

③ 復興支援ネットワークの強化 

首都圏企業と沿岸市町村や団体との継続的なマッチングによる速やかな復興支援の

実現及び事業の継続や展開を目指した、県内外のネットワークの構築・強化。 

 ※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、首都圏企業との意見交換は全てZoom

などのオンラインツールを使用して実施 

【目標：ネットワーク組織会員企業・団体数 90社】 

 

  

事業課題 

首都圏では、東日本大震災津波の発災から10年を経過し、企業の支援の意向もビジネス

志向となってきており、復興の段階が移行する中で、被災地の課題も変化してきている。 

復興・創生期間の終了も踏まえ、来年度以降の取組について検討しながら、これらのニ

ーズに適切に対応していくことが求められている。 

① 首都圏の企業のシーズと被災地の団体のニーズ双方の的確な把握 

② 当プロジェクトとその成果の情報発信 

③ これまで関係を構築した県内外の企業・団体との関係性の継続 
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参考資料１：令和元年度取組事例 

１ 復興支援マッチング 

 

【取組事例①】日本ゼトック㈱ 

  １ 釜石市の藤勇醸造㈱とのマッチングにより、同社の甘糀を使った化粧品

「AsunAmoon」を共同開発 

 ２ 同社はこれまでに、岩泉ホールディングス㈱、酔仙酒造㈱とそれぞれ化粧品の共同

開発を実施 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組事例②】ダイヤゴム㈱ 

  群馬県のダイヤゴム㈱から、子ども用ゴム手袋の寄贈について提案があり、宮古以南の 

６市町村 28団体へ合計 1,720双のゴム手袋を寄贈いただいた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 岩泉ホールディングス㈱との共同開発商品 １ 藤勇醸造㈱の商品発表会 
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【からだ測定会の様子】 

 

【取組事例③】アサヒグループホールディングス㈱ 

  

 １ 機構と同社が平成 26年 12月に締結した 

アライアンスに基づき、「いわて三陸復興の 

かけ橋プロジェクト」の一環として、被災市 

町村の郷土芸能の保存・発展に寄与するコミ 

ュニティ活動を支援する「アサヒグループ・ 

コミュニティ助成事業」の実施に全面協力 

 ２ 令和元年度は沿岸 12市町村 28団体に 11,350 

万円の助成を実施 

 

 

 

 

 

 

【取組事例④】㈱リクルートホールディングス 

  １ 沿岸局とのマッチングにより、平成 29 年度から潜在労働力の掘り起こしに向けた

取組として、地域住民を対象に体力や判断力等を測定し、仕事の適性診断を行って就

業支援につなげる「からだ測定会」を継続して開催 

 ２ 令和元年度は、陸前高田市、釜石市、宮古市の３市で実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目録贈呈式（令和元年８月 28日）】 
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２ 復興関連情報の発信 

【情報発信①】復興支援ポータルサイト、ＳＮＳによる情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【情報発信②】ポータルサイト掲載 復興トピックス記事例① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ポータルサイト「いわて三陸復興のかけ橋」を管理・運営 ■ＳＮＳで情報を随時拡散（Twitter、Facebook）  
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【情報発信③】ポータルサイト掲載 復興トピックス記事例② 
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３ 復興支援ネットワークの強化 

 

【ネットワーク構築事例】岩手かけ橋共創ネットワーク会議の開催 

 

首都圏の企業等と、県及び市町村の担当者等が、意見交換する機会を都内で提供。 

企業・自治体のネットワークの強化を図り、発展的なマッチングの実現を目的として開

催しているもの。 

日  時：令和元年９月３日 

場  所：東京都千代田区（Nagatacho GRID） 

参加者：17名 

主な内容 

・ 県から「いわて県民計画（2019～2028）」や、県北・沿岸地域の産業の現状、

復興道路の整備などについて状況を説明。 

・ ㈱スリーピークス、陸前高田市、岩手大学三陸水産研究センターから地域の取

組を発表。 

・ その後、「㈱スリーピークス」「陸前高田市」「岩手大学三陸水産研究センタ

ー」の３つのブースに分かれ意見交換を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネットワーク会議の様子 
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【取組事例①】みちのくコカ・コーラボトリング㈱ 

 流通課とのマッチングにより、同社が楽天市場内に開設したオンラインショップにお 

いて、「岩手ぅんめぇ～もん！！グランプリ 2020」最優秀賞受賞商品（西和賀産業公社： 

西わらび蕎麦）を３万円分買取のうえ販売 

 

 

【取組事例②】ブラザー工業㈱ 

 三陸鉄道とのマッチングにより、約 60万円を広告費として寄付いただいた 

 

 

 

表彰式の様子 西和賀産業公社（西わらび蕎麦） 

ブラザー工業㈱ヘッドマーク 車内掲示 

参考資料２：令和２年度復興支援マッチング事例 
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いわて未来づくり機構 新しい三陸創造作業部会の実績報告 

 

テーマ：大規模イベントを契機とした三陸地域の持続的な振興 

 座長：高橋 則仁 担当団体：岩手県 

 

報告要旨 

 三陸防災復興プロジェクト2019及びラグビーワールドカップ2019™釜石開催を、東日本大震災

津波からの復興に取り組む地域の姿や、支援に対する感謝の気持ちを伝え、多様な交流を活発

化させる契機と捉え、様々な主体の参画・連携の下、開催機運の醸成及び周知活動を展開し、

各イベントの成功に向けて取り組むとともに、三陸地域の多様な魅力を国内外に発信してきた

ところ。 

本部会は、大型イベントを契機とした持続的な三陸地域の振興を目的に設置された部会であ

り、部会設置時に、終期が設定されていることから、令和元年度をもって部会としての活動を

終了するものである。 

 

１．令和元年度の作業部会開催実績と検討内容等（アウトプット） 

令和元年５月17日 新しい三陸創造作業部会開催 

・活動計画 

・各イベント等の取組状況 

・三陸地域の持続的な振興に向けて 

 

２．令和元年度の活動に係る成果と課題等の評価（アウトカム） 

令和元年度活動計画 令和元年度活動状況・成果・課題 

(１)三陸防災復興プロジェ

クト2019の成功に向けた取

組（三陸防災復興プロジェ

クト 2019実行委員会の取

組） 

〇開催実績 

 開催期間：２０１９年６月１日～８月７日  68日間 

 開催場所：岩手県沿岸部の13市町村 

来場者数：約１８万５千人（目標 約１５万人） 

経済波及効果：約３５．９億円 

○復興の取組の発信 

オープニングセレモニー・防災復興シンポジウムを通じ、多様

な主体のつながりにより、岩手の復興が世界そして未来に広がっ

ていく形を共有し、いわて絆まつり2019in宮古の開催により、復

興支援への感謝と復興に向けた強い決意、オール岩手で防災復興

に取り組む姿を発信 

〇三陸の魅力の発信 

三陸ジオパークの普及啓発・活用とともに復興の状況を発信。

海外や国内の著名シェフが参加した食の国際会議などによる世

界に誇れる食のまちの形成に向け大きな弾み 

(２)ラグビーワールドカッ

プ2019™釜石開催の成功に

向けた取組（ラグビーワー

ルドカップ2019釜石開催実

行委員会の取組） 

〇開催実績（岩手・釜石） 

開催期間：９月25日  ※10月13日⇒台風第19号により中止  

開催場所：釜石鵜住居復興スタジアム 

入場者数：14,025人 ※9/25フィジー代表 対 ウルグアイ代表 

（ファンゾーン入場者 9/25 5,323人） 
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 海外での反響：ワールドラグビーの年間表彰式で、ラグビーの

価値を社会に伝えることに貢献した個人や団体

に贈られる「キャラクター（品格）賞」を受賞 

○賑わいの創出 

 機運醸成イベントの実施や特設ホームページやガイドブック

等による積極的な情報発信  

○受入態勢の構築 

 ファンゾーンでのパブリックビューイングやステージイベン

ト実施のほか、飲食ブース設置や大会公式グッズの販売  

○円滑な輸送及び安全安心の確保 

 交通輸送実施計画等に基づき運用方法等を定めたマニュアル

の作成、大会本番と同様の環境で交通輸送、警備、防災及び医療

救護のテストを実施 

(３)東京2020オリンピッ

ク・パラリンピック競技大

会の機運醸成等の取組 

〇機運醸成イベントの実施 

 旧国立競技場炬火台の常設・巡回展示や「復興のモニュメント」

制作に向けたワークショップ実施 

○ホストタウン登録、交流事業の取組支援 

復興「ありがとう」ホストタウンの登録（沿岸では８市町村）

や、ホストタウンが実施する各種事業の取組支援 

〇「復興の火」展示 

  オリンピック聖火リレーの開催に先立ち、ギリシャで採火した

火を「復興の火」として、東日本大震災津波の被災３県（岩手県・

宮城県・福島県）で順次展示。 

【岩手県の開催実績】 

 実施期間：令和２年３月22日(日)～23日(月)  

 展示場所： 

①三陸鉄道及びＳＬ銀河車内 

  ②宮古、陸中山田、大槌、釜石、上有住、遠野の各駅 

③花巻なはんプラザ、大船渡市防災観光交流センター 

来場者数：【２日間】5,300人（3/22  3,700人、3/23 1,600人） 
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いわて未来づくり機構 復興教育作業部会の実績報告・活動計画 

 

テーマ：  復興を担う人材の育成 

 座長：田代 高章 担当団体：岩手大学 

 

報告要旨 

 本作業部会では、「いわての復興教育プログラム」に基づいた「いわての師匠」派遣事業

を平成26年度から実施している。 

 「いわての復興教育プログラム」の第３版の改訂や「いわての師匠」派遣事業の開始から

５年が経過したことに伴い、岩手県教育委員会と協議しながら、より利便性を高めるため実

施要項を改正し、周知方法も見直すこととした。令和元年度は、潜在的なニーズを掘り起こ

し、派遣実施件数を増加させることを目的として、以下について重点的に取り組んだ。 

〇 岩手県教育委員会の協力のもと、学校関係者が集まる会議（岩手県指導主事会議、

いわての復興教育・防災教育研修講座）等で実施要項等を配布するなど、周知活動を

改善。 

〇 「いわての師匠」派遣事業開始から５年が経過し、学校側のニーズも変化してきた

ことから、実施要項等を各学校の教員が活用しやすいよう、岩手県教育委員会からの

アドバイスを得ながら、見直しを実施。 

〇 実施要項の見直しと併せ、講師の派遣に積極的な機関への再協力を依頼。 

その結果、平成30年度の派遣件数１件（86名参加）から、令和元年度の派遣件数が

13件（2,244名参加）と派遣件数が大幅に増加。 

 〇 実施要項の改訂版を令和２年６月に作成し、県内小中高等学校等へ配布。現時点で昨

年度とほぼ同様の依頼件数（12件）となっており、新型コロナの影響もあり、依頼目的

が多様化している。 

 

１．令和元年度の作業部会開催実績と検討内容等（アウトプット） 

平成31年４月26日 

 

 

令和２年１月９日 

 

第１回復興教育作業部会 

・「いわての師匠」派遣事業について 

（実施要項、派遣リストの見直しに関する協議） 

第２回復興教育作業部会 

・「いわての師匠」派遣事業について 

  （実施要項改訂案に関する意見交換） 

※当初計画では、令和元年度中に第３回復興教育作業部会を開催予

定だったが、新型コロナウィルス感染拡大の影響等により、令和２

年度に延期（令和２年５月に書面会議として開催）。 

 

２．令和元年度の活動に係る成果と課題等の評価（アウトカム） 

令和元年度活動計画 令和元年度活動状況・成果・課題 

〇 「いわての師匠」派遣事業の実施 

 

 

〇 「いわての師匠」派遣事業内容の

見直し、実施要項の改訂 

〇 学校等からの依頼に基づき、13件の講師派遣を

実施した（周知方法の改善等により、前年度より派

遣件数が大幅に増加）。 

〇 岩手県教育委員会からのアドバイスを得なが

ら、実施内容を見直しのうえ、実施要項の改訂作業
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を実施（新型コロナウィルス感染拡大の影響によ

り改訂版は令和２年６月に完成）。 

 

３．今後の活動方針・予定 

改訂した実施要項を基に、引き続き潜在的なニーズを掘り起こし、派遣実施件数を増加

させることを目的として、以下の活動を実施する。 

 

〇 令和２年３月付けで改訂した、「『いわての師匠』」派遣事業実施要項」に基づき、講

師の派遣・プログラムの提供を継続して実施。 

〇 岩手県教育委員会及び各市町村教育委員会の協力のもと、実施要項等を県内小・中・   

高等学校及び支援学校等に配布するとともに、事務局（岩手大学）のホームページに実

施要項及び事例集を公開し、周知を実施。 

〇令和２年度中に、以下の時期を目途に作業部会を開催する。 

〇 令和２年度中に、以下のとおり作業部会を開催する。 

  ・第１回（５月、書面開催済）：実施要項改訂版の最終確認、今年度計画の確認。 

  ・第２回（１１月以降）：今年度活動の中間報告及び次年度以降の改善事項に関する検

討等。 

・第３回（２月以降）：今年度活動総括及び次年度への申し送り事項確の確認。 

 

 【現在までの実施状況】 

〇「いわての師匠」派遣事業による派遣依頼数、実施時期 

10月末日時点で８校（延べ12件）より依頼（昨年度実績：13件） 

派遣時期は９月～２月（全体的に実施時期が昨年度より遅れている） 

〇 今年度見られる新たな傾向 

・新型コロナの影響により、社会科見学などの学校行事が減少する中、代替手段として

本事業の活用を希望する学校が発生。 

・ビジネスプランやキャリア形成など、防災・復興教育以外のテーマを希望する学校が

増加。 

・１校から多様なテーマでの派遣依頼があり、複数の機関でその要望に応えるような事

例が発生。 

 

⇒「いわての復興教育」で掲げる「震災津波の教訓を後世に語り継ぎ、自らの生き方、

あり方を考え、夢と未来を拓き、社会を創造する」ために必要な「いきる」「かかわ

る」「そなえる」の３つの教育的価値を高める観点からも、防災教育以外の分野にお

ける本事業の意義及び成果が向上している。 
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いわて未来づくり機構  

いわて復興未来塾作業部会の実績報告・活動計画 

 

テーマ： 復興や地域づくりの担い手の育成及び人材のネットワークづくり 

 座長： 菊池 芳彦 担当団体：岩手県復興局 

 

報告要旨 

復興を担う個人や団体など多様な主体に学びの場を提供するとともに、相互の交流や連携を

図りながら、復興や地域づくりの担い手の育成と人材のネットワークづくりを推進するため、

「いわて復興未来塾」を２回開催した。 

 

１．令和元年度の作業部会開催実績と検討内容等（アウトプット） 

■いわて復興未来塾開催実績 

回 開催日時 会場 テーマ 参加者数 

第１回 
令和元年 

11 月 16 日（土） 

陸前高田市（キャピ

タルホテル 1000） 

「思いを伝え、つなぐ。未

来のための伝承・発信」 
約 150 名 

第２回 
令和２年 

１月 26 日（日） 

盛岡市（エスポワー

ルいわて） 

「間もなく９年、復興の

これから」 
約 120 名 

 

 

 

 

２．令和元年度の活動に係る成果と課題等の評価（アウトカム） 

令和元年度活動計画 令和元年度活動状況・成果・課題 

（１）目標・出すべき成果 

より良い復興の実現に向け、復興に関

わりたいと考えている多くの方々に

復興に関する学びの場を提供すると

ともに、参加された方々の交流や連携

を図る。 

（２）活動計画（令和元年度） 

三陸防災復興シンポジウムが年４回開

催されることを踏まえ、いわて復興未

来塾は年２回開催する。 

➣第１回は、令和元年11月16日(土)に

陸前高田市で開催。 

➣第２回は、令和２年１月26日（日）

に「いわて三陸復興フォーラム」と併

せて、盛岡市で開催。 

 

【関連事項】 

三陸防災復興シンポジウム2019の開催 

➣第１回 6/1、2 釜石市で開催 

➣第２回 6/28、29 久慈市で開催 

➣第３回 7/19、20 大船渡市で開催 

➣第４回 7/26、27 宮古市で開催 

（１）活動状況・成果 

①第１回いわて復興未来塾について 

「思いを伝え、つなぐ。未来のための伝承・発信」をテ

ーマに、政策研究大学院大学客員教授の徳山日出男氏

から、防災減災、津波などに関する「学び」や「備え」

の重要性、震災の教訓を自分ごととして考えることの

大切さを県民と共有することができた。 

②第２回いわて復興未来塾について 

「間もなく９年、復興のこれから」をテーマに、国際

的に活躍している女性フォトジャーナリストの安田菜津

紀氏をはじめ、沿岸被災地で復興まちづくりや伝承活動

等を行っている若者、女性を登壇者に起用するなどし、

若い世代の視点を取り入れ、多様な世代に向け参画を促

すことができた。併せて、初めての試みとして、登壇者

と参加者が意見交換するポスター展示ブースを設置し、

会場内の交流、連携の促進を図ることができた。 

（２）課題 

新型コロナ禍において、多くの方々に本塾に参加いた

だくため、県内外の遠隔地等からも関心を寄せていただ

けるよう、オンラインの活用等を含めた情報発信や、周

知・広報活動に力を入れる必要がある。 

 

（次ページあります） 
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３．今後の活動方針・予定 

（令和２年度の活動方針や予定について簡潔に記載願います。） 

（１）目標・出すべき成果 

 より良い復興の実現に向け、復興に関わりたいと考えている多くの方々に復興に関する学び

の場を提供するとともに、参加された方々の交流や連携を促進する。 

（２）活動計画 

いわて復興未来塾は年３回開催することとし、開催に当たっては新型コロナウイルス感染症

の影響を踏まえ、感染防止対策の徹底を図り、開催規模の縮小やリモートの活用、テレビ媒体

の利用などにより、復興の姿を県内外の幅広い世代に重層的に発信する。 

第１回：令和２年８月23日（日）に山田町及び大槌町で開催した。 

第２回：令和２年12月中旬に県外フォーラム（東京）において、沿岸被災地とつなぐリモー

ト形式で開催予定。 

第３回：令和３年１月下旬に盛岡市で開催予定。 

 

※ 当該様式は令和元年度総会時の作業部会報告資料と同じ様式としています。 

  具体的な取組がイメージできるよう、関係資料等を添付いただきますようお願いします。 
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令和元年度

第
１
回

■コーディネーター
菅野 真美恵 氏（ＦＭねまらいんパーソナリティー）

■パネリスト
山﨑 麻里子 氏（中越メモリアル回廊アンバサダー）
越戸 浩貴 氏（一般社団法人マルゴト陸前高田理事）
佐藤 克美 氏（気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館館長）

■コメンテーター
徳山 日出男 氏（基調講演者）

思いを伝え、つなぐ。未来のための伝承・発信

主催：いわて未来づくり機構

お問合せ：岩手県復興局復興推進課 TEL:019-629-6945 FAX:019-629-6944 E-mail:AJ0001@pref.iwate.jp

会場に関する情報や会場周辺の地図はこちらから
ご覧いただけます。

ご使用の携帯電話からご覧いただけない場合は、
パソコンなどで、
http://capitalhotel1000.jp/accessをご覧ください。

土

14:00 ～ 14:05 開会・知事挨拶

徳山 日出男 氏（政策研究大学院大学客員教授）

14:05 ～ 15:05 基調講演

16:30 閉 会

15:15 ～ 16:30 パネルディスカッション

<キャピタルホテル1000>

〒029-2205 岩手県陸前高田市高田町長砂60-1
TEL 0192-55-3111 ／ FAX 0192-55-3500
交通アクセス JR大船渡線BRT「高田高校前」駅より徒歩10分

令和元年 月 日

１４：００～１６:３０
陸前高田市

キャピタルホテル1000

カメリアプラザホール
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菅野 真美恵 氏（FMねまらいんパーソナリティー）

山﨑 麻里子 氏（中越メモリアル回廊アンバサダー）

越戸 浩貴 氏（一般社団法人マルゴト陸前高田理事）

佐藤 克美 氏
（気仙沼市東日本大震災遺構・伝承館館長）

達増拓也
（岩手県知事）

基
調
講
演

いわて震災津波アーカイブ～希望～

約24万点の資料を検索・閲覧できます。
http://iwate-archive.pref.iwate.jp/
をご覧ください。

塾に関する情報はこちらからもご覧いただけます。

ご使用の携帯電話からご覧いただけない場合は、
パソコンなどで、

https://www.pref.iwate.jp/shinsaifukkou
/fukkounougoki/event/index.html

をご覧ください。

申込方法 下記のいずれかの方法で申込みください。

Ｅ-ｍａｉｌで申込み

件名を「第１回いわて復興未来塾」として、
下記の必要事項をご記入の上、申込みくだ
さい。

■氏名（ふりがな） ■所属・団体名等

■住所 ■電話番号・FAX

■メールアドレス ■バス利用の有無

ＦＡＸ又は郵送で申込み

下記の「参加申込書」に必要事項をご記入の
上、申込みください。

※郵送の場合は締切日必着でお願いします。

AJ0001@pref.iwate.jpE-mail 019-629-6944FAX

問い合わせ先

いわて未来づくり機構
（事務局：岩手県復興局復興推進課）
〒020-8570 盛岡市内丸10-1
TEL：019-629-6945／FAX：019-629-6944
E-mail：AJ0001@pref.iwate.jp

第１回 いわて復興未来塾 参加申込書

ふりがな

氏 名
所属・
団体等

〒
住 所

ＴＥＬ
ＦＡＸ

シャトルバス利用の有無（どちらかに○をつけてください）

利用する（乗車場所 盛岡駅西口 ／ 県庁 ） ・ 利用しない

※ご記入いただいた個人情報は、個人情報保護法に基づき、他の用途には一切使用しません。

盛岡 陸前高田のシャトルバス（無料）
御案内

（定員40人）当日は、盛岡・陸前高田間往復バスを運行します。座席の

数に限りがありますので、申込みはお早めにお願いします。

経路及び発着予定時刻

往路：盛岡駅西口8:15発→岩手県庁8:30

→高田松原津波復興祈念公園視察11：20～12：20

→アバッセたかた12:40～13:40

→会場着13:45

復路：会場発16:40→岩手県庁19:30→盛岡駅西口19:45着

徳山 日出男 氏
（政策研究大学院大学客員教授） 新潟県長岡市出身。中越地震の震災伝

承、復興に向けた地域づくりを支援する「中
越メモリアル回廊」の整備・運営に携わる。
自然災害を経験した全国の被災地と連携
を図りながら活動を続け、現在は、宮城県
仙台市に移り、東北の震災伝承にも関わ
る。

久慈市出身。平成25年の夏に陸前高
田に移住。交流人口や移住を扱う2つの
法人の役員。得意分野は民泊、空家、
郷土芸能、祭りなど暮らしの匂いがする
もの。空家を譲り受け、レコードやCD、
本に埋め尽くされた暮らしをしている。

大船渡市出身。平成27年からＦＭねま
らいんのパーソナリティとして勤務している。
現在は、朝の生放送「きらモニ！」（水・
金曜日）、お昼の生放送「ねまランチ♪」
（木曜日）を担当している。

パ

ネ

リ

ス

ト

宮城県気仙沼市出身。昭和61年気
仙沼市役所へ入庁。平成23年３月
から東日本大震災に伴う災害等廃棄
物処理担当。平成31年１月東日本
大震災遺構・伝承館館長に就任。

いわて復興未来塾とは

東日本大震災津波からの復興を力強く進め
ていくためには、復興を担う個人や団体など
多様な主体が、復興について幅広く教え合い、
学び合うとともに、相互に交流や連携をしな
がら、復興の推進に生かしていくことが求め
られます。
このため、岩手県内の産学官の連携組織

「いわて未来づくり機構」では、「未来づくり
＝人づくり」との考え方のもと、「いわて復
興未来塾」を開催しています。

岡山県出身。東京大学工学部を卒業後、
旧建設省に入省。平成23年の東日本大
震災時、東北地方整備局長として救命、
復旧に尽力。平成27年７月から平成28
年６月まで国土交通省事務次官。平成
28年7月から現職。

コ

デ
ィ
ネ

―
―

―

タ

ＭＡＩＬ
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令
和
２
年
１

月
2
6
日

令
和
２
年
１

月
2
7
日

申
込
方
法

下
記
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｅ
-ｍ
ａ
ｉｌ
で
申
込
み

件
名
を
「
い
わ
て
三
陸
復
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
、

下
記
の
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
申
込
み
く
だ
さ

い
。

■
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

■
所
属
・
団
体
名
等

■
住
所

■
電
話
番
号

■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

■
参
加
希
望

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
郵
送
で
申
込
み

下
記
の
「
参
加
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
締
切
日
必
着
で
お
願
い
し
ま
す
。

A
J
0
0
0
1
@
p
re
f.
iw
a
te
.j
p

E
-m

a
il

0
1
9
-6
2
9
-6
9
4
4

F
A
X

問
い
合
わ
せ
先

岩
手
県
復
興
局
復
興
推
進
課

〒
0
2
0
-8

5
7
0

盛
岡
市
内
丸

1
0
-1

T
E
L
：

0
1
9
-6

2
9
-6

9
4
5

F
A

X
：

0
1
9
-6

2
9
-6

9
4
4

E
-m

a
il
：

A
J0

0
0
1
@

p
re

f.
iw

a
te

.j
p

令
和
２
年
１
月

1
7
日

(金
)

申
込
締
切

令
和
元
年
度

い
わ
て
三
陸
復
興
フ
ォ
ー
ラ
ム

参
加
申
込
書

ふ
り
が
な

氏
名

所
属
・

団
体
等

〒 住
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

参
加
希
望
（
希
望
す
る
も
の
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
）

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
、
他
の
用
途
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

交
流
会
の
参
加
費
（

3
,0

0
0
円
）
は
当
日
会
場
で
お
支
払
い
下
さ
い
。

主
催
／
岩
手
県
、
い
わ
て
未
来
づ
く
り
機
構

月

時
間
1
3
：
0
0
～
1
5
：
3
0

会
場

サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
（
盛
岡
市
）

時
間
1
0
：
0
0
～
1
5
：
1
0

会
場

釜
石
P
IT
ほ
か

時
間
1
3
：
1
5
～
1
7
：
0
0

（
詳
細
は
裏
面
へ
）

会
場

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
（
盛
岡
市
中
央
通
1
-1
-3
8
）

内
陸
報
告
会

全
体
会
（
令
和
元
年
度
第
２
回
い
わ
て
復
興
未
来
塾
）

後
援
／
復
興
庁
、
岩
手
県
沿
岸
市
町
村
復
興
期
成
同
盟
会
、
岩
手
大
学
、
岩
手
県
立
大
学
、
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
、

N
P
O
法
人
い
わ
て
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
、
岩
手
日
報
社
、
朝
日
新
聞
盛
岡
総
局
、
毎
日
新
聞
盛
岡
支
局
、
読
売
新
聞
盛
岡
支
局
、

河
北
新
報
社
、
産
経
新
聞
盛
岡
支
局
、
日
本
経
済
新
聞
社
盛
岡
支
局
、
岩
手
日
日
新
聞
社
、
デ
ー
リ
ー
東
北
新
聞
社
、

共
同
通
信
社
盛
岡
支
局
、
時
事
通
信
社
盛
岡
支
局
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
盛
岡
放
送
局
、
Ｉ
Ｂ
Ｃ
岩
手
放
送
、
テ
レ
ビ
岩
手
、
エ
フ
エ
ム
岩
手
、

め
ん
こ
い
テ
レ
ビ
、
岩
手
朝
日
テ
レ
ビ
、
盛
岡
タ
イ
ム
ス
社
、
東
海
新
報
社
、
釜
石
新
聞
社

問
い
合
わ
せ
先
：
岩
手
県
復
興
局
復
興
推
進
課

T
E
L
:0
1
9
-6
2
9
-6
9
4
5
F
A
X
:0
1
9
-6
2
9
-6
9
4
4
E
-m
a
il
:A
J
0
0
0
1
@
p
re
f.
iw
a
te
.j
p

開
催
日

項
目

参
加

令
和
２
年

１
月

2
6
日

(日
)

全
体
会
（
無
料
）

交
流
会
（
参
加
費
：

3
,0

0
0
円
）

令
和
２
年

１
月

2
7
日

(月
)

内
陸
報
告
会

沿
岸
報
告
会

集
合
場
所
（
い
ず
れ
か
に
「
○
」
）

解
散
場
所
（
い
ず
れ
か
に
「
○
」
）

盛
岡
駅
西
口

ﾊ
ﾞ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾐ
ﾅﾙ

(7
:5

0
)

釜
石
情
報
交
流
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

ﾁ
ｰ
ﾑ
ｽ
ﾏ
ｲ
ﾙ･
釜
石

P
IT

(1
0
:0

0
)

釜
石
情
報
交
流
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

ﾁ
ｰ
ﾑ
ｽ
ﾏ
ｲ
ﾙ･
釜
石

P
IT

(1
5
:4

0
)

盛
岡
駅
西
口

ﾊ
ﾞ
ｽ
ﾀ
ｰ
ﾐ
ﾅﾙ

(1
7
:3

0
)

間
も
な
く
９
年
、
復
興
の
こ
れ
か
ら

い
わ
て
三
陸
復
興
フ
ォ
ー
ラ
ム

併
催
：
｢
い
わ
て
の
復
興
を
自
治
の
進
化
に
｣
第
７
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

令
和
元
年
度
第
２
回
「
い
わ
て
復
興
未
来
塾
」

各
会
場

会
場
の
地
図
等
は
下
記
U
R
L
、
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

【全
体
会
会
場
】

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て

岩
手
県
盛
岡
市
中
央
通

1
-1

-3
8

T
E
L

0
1
9
-6

2
3
-6

2
5
1

h
tt

p
:/

/e
sp

o
ir
-i

w
a
te

.c
o
m

/a
cc

e
ss

/

【内
陸
報
告
会
会
場
】

サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡

岩
手
県
盛
岡
市
志
家
町

1
-1

0
T
E
L
 0

1
9
-6

5
1
-3

3
2
2

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.k
o
u
ri
tu

y
a
su

ra
g
i.
jp

/
m

o
ri
o
k
a
/a

c
ce

ss
/

【沿
岸
報
告
会
会
場
】

釜
石
情
報
交
流
ｾﾝ
ﾀｰ

ﾁｰ
ﾑｽ
ﾏｲ
ﾙ･
釜
石
P
I
T

岩
手
県
釜
石
市
大
町

1
-1

-1
0

T
E
L

0
1
9
3
-2

7
-8

7
5
1
 

h
tt

p
s:

//
k
a
m

a
is

h
i-

p
it
.t

e
a
m

-
sm

il
e
.o

rg
/a

cc
e
ss

/i
n
d
e
x
.h

tm
l

い
わ
て
復
興
未
来
塾
と
は

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
の
復
興
を
力
強
く
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
復
興
を
担
う
個
人
や
団
体
な
ど
多
様
な
主
体

が
、
復
興
に
つ
い
て
幅
広
く
教
え
合
い
、
学
び
合
う
と
と
も
に
、
相
互
に
交
流
や
連
携
を
し
な
が
ら
、
復
興
の
推
進
に
生

か
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
岩
手
県
内
の
産
学
官
の
連
携
組
織
「
い
わ
て
未
来
づ
く
り
機
構
」
で
は
、
「
未
来
づ
く
り
＝
人
づ
く
り
」
と

の
考
え
方
の
も
と
、
「
い
わ
て
復
興
未
来
塾
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

沿
岸
報
告
会

岩
手
県
知
事

達
増

拓
也

令
和

元
年

度

日

釜
石
市
片
岸
海
岸
防
潮
堤
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バ
ス
受
付
（
盛
岡
駅
西
口
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

8
:0
0
発

7
:5
0
～
8
:0
0

２
日
目

令
和
２
年
１
月
2
7
日
（
月
）

時
間

1
3
：
0
0
～
1
5
：
3
0

場
所

サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
「
瑞
雲
」
（
定
員
2
0
0
名
）

内
陸
報
告
会

各
分
野
で
活
躍
す
る
全
国
自
治
体
等
か
ら
の
応
援
職
員
に
よ
る
活
動
報
告
を
行
い
ま
す
。

震
災
か
ら
間
も
な
く
９
年
目
を
迎
え
る
被
災
地
の
今
を
伝
え
る
た
め
、
無
料
送
迎
バ
ス
に
よ
る
伝

承
施
設
、
防
潮
堤
等
の
見
学
や
全
国
自
治
体
か
ら
の
応
援
職
員
の
活
動
報
告
を
行
う
「
沿
岸
報
告

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

発
表
分
野

所
属

氏
名

（
派
遣
元
）

概
要

「
安
全
」

の
確
保

県
北
広
域
振
興
局
土
木
部
河
川
港
湾
課

山
本

浩
輔
（
栃
木
県
）

復
旧
・
復
興
工
事
の
取
組

状
況
等

県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

横
山

朋
大
（
東
京
都
）

「
暮
ら
し
」

の
再
建

保
健
福
祉
部
医
療
政
策
室

小
野
寺
陽
平
（
秋
田
県
）

保
健
福
祉
、
環
境
分
野
に

関
す
る
取
組
等

環
境
生
活
部
県
民
く
ら
し
の
安
全
課

瀧
口

雄
貴
（
東
京
都
）

「
な
り
わ
い
」

の
再
生

商
工
労
働
観
光
部
経
営
支
援
課

八
尋

悠
良
（
東
京
都
）

商
工
業
、
水
産
業
の
復
旧

状
況
等

沿
岸
広
域
振
興
局
水
産
部
宮
古
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー

大
城

佑
太
（
沖
縄
県
）

未
来
の
た
め
の

伝
承
・
発
信

復
興
局
復
興
推
進
課

山
谷
佳
子
（
民
間
企
業
）

復
興
情
報
発
信
の
取
組
等

昼
食
・
自
由
行
動
（
釜
石
市
大
町
周
辺
）

1
1
:3
0
～
1
2
:3
0

1
2
:5
0
～
1
5
:1
0

復
興
の
現
場
見
学
（
片
岸
海
岸
防
潮
堤
、
う
の
す
ま
い
・
ト
モ
ス
、
釜
石
大
観
音
仲
見
世
通
り
）

【
注
意
事
項
】

・
参
加
お
申
し
込
み
の
際
は
、
裏
面
の
「
参
加
申
込
書
」
に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
盛
岡
発
着
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
定
員

4
0
名
）
を
運
行
し
ま
す
。

・
報
告
会
会
場
ま
で
自
家
用
車
で
お
越
し
の
方
は
、
近
隣
の
有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
願
い
ま
す
。

・
当
日
の
道
路
状
況
に
よ
り
時
間
を
調
整
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
昼
食
の
ご
用
意
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
周
辺
の
飲
食
店
で
お
取
り
い
た
だ
く
か
、
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

（
時
間
厳
守
と
な
り
ま
す
。
飲
食
店
は
混
雑
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
）

沿
岸
報
告
会

バ
ス
移
動

チ
ー
ム
ス
マ
イ
ル
･
釜
石
P
I
T
前
1
5
:4
0
着

1
5
:1
0
～
1
5
:4
0

1
0
:1
5
～
1
1
:3
0

静
岡
県
応
援
職
員
に
よ
る
活
動
報
告

東
京
都
応
援
職
員
に
よ
る
活
動
報
告

沿
岸
広
域
振
興
局
土
木
部

奥
平

周
示

１
日
目

令
和
２
年
１
月
2
6
日
（
日
）

基
調
講
演

全
体

会
時

間
1
3
：
1
5
～
1
7
：
0
0

会
場

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
大
ホ
ー
ル
（
定
員
2
0
0
名
）

神
奈
川
県
出
身
。

N
P
O
法
人

D
ia

lo
g
u
e
 f
o
r 

P
e
o
p
le
所
属
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
兼
副

代
表
。
東
南
ア
ジ
ア
、
中
東
、
ア
フ
リ
カ
、

日
本
国
内
で
難
民
や
貧
困
、
災
害
の
取
材
を

進
め
る
。
東
日
本
大
震
災
以
降
は
陸
前
高
田

市
を
中
心
に
、
被
災
地
を
記
録
し
続
け
て
い

る
。
現
在
、

T
B
S
テ
レ
ビ
『
サ
ン
デ
ー
モ
ー
ニ

ン
グ
』
に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
出
演
中
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

群
馬
県
出
身
。
大
学
院
修
了
後
、
勤
務
し
て

い
た
会
社
か
ら
祖
母
の
故
郷
で
あ
る
岩
手
に

復
興
業
務
の
た
め
現
地
派
遣
さ
れ
、
大
槌
町

で
の
業
務
を
担
当
。
そ
の
後
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

会
社
を
設
立
し
、
沿
岸
を
中
心
に
業
務
展
開

す
る
中
で
、
大
船
渡
の
中
心
市
街
地
に
て
、

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
活
動
を
ス

タ
ー
ト
。

東
京
都
出
身
。
大
学
卒
業
後
雑
誌
・
書
籍

の
編
集
者
を
し
て
い
た
が
、
平
成

2
6
年
に

一
念
発
起
し
転
職
。
岩
手
県
山
田
町
の
復

興
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
交
流
人
口

の
拡
大
等
の
業
務
に
就
く
。
平
成

2
8
年
か

ら
業
務
を
観
光
に
絞
り
、
「
や
ま
だ
ワ
ン

ダ
フ
ル
体
験
ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
を
立
ち
上
げ
、

町
内
の
着
地
型
観
光
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
中
。

安
田

菜
津
紀

氏
（
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

臂
徹

氏
（
株
式
会
社
キ
ャ
ッ
セ
ン
大
船
渡
取
締
役
)

菊
池

の
ど
か

氏
（
株
式
会
社
か
ま
い
し
D
M
C
地
域
創
生
事
業
部
/

い
の
ち
を
つ
な
ぐ
未
来
館
職
員
）

服
部

真
理

氏
（
や
ま
だ
ワ
ン
ダ
フ
ル
体
験
ビ
ュ
ー
ロ
ー

体
験
観
光
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

1
4
:0
0
～
1
4
:0
5

開
会
・
知
事
挨
拶

併
催

令
和
元
年
度
第
２
回

い
わ
て
復
興
未
来
塾

1
4
:0
5
～
1
5
:0
5

基
調
講
演

1
5
:1
5
～
1
7
:0
0

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

1
7
:0
0

閉
会

総
合
司
会
/
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

さ
の

り
え

氏
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

県
・
市
町
村
・
大
学
・
企
業
・
団
体
・
応
援
職
員

O
B

な
ど
復
興
に
関
わ
る
皆
様
の
情
報
交
換
の
場
と
し
て

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
時

間
1
7
：

3
0
～

1
9
：

0
0

■
会

場
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て

１
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

■
参
加
費

3
,0

0
0
円

■
定

員
5
0
名

交
流
会

室
﨑

益
輝

氏
（
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
・
減
災
復
興
政
策

研
究
科
研
究
科
長
・
教
授
）

開
会

1
3
:0
0
～
1
3
:0
5

応
援
職
員
活
動
報
告

1
4
:1
5
～
1
5
:3
0

兵
庫
県
出
身
。
京
都
大
学
建
築
学
科
卒

業
。
神
戸
大
学
教
授
、
消
防
研
究
所
理

事
長
、
関
西
学
院
大
学
教
授
な
ど
を
経

て
、
平
成

2
9
年
よ
り
現
職
。
災
害
復
興

学
会
会
長
な
ど
を
歴
任
。
建
築
学
会
論

文
賞
な
ど
を
受
賞
。

盛
岡
市
出
身
。
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、

JI
C
A
、

W
W

F
、
国
連
日
本
代
表
部
等
で
イ
ン
タ
ー
ン
。

米
国
大
学
院
で
修
士
号
を
取
得
。
平
成

2
7
年
か

ら
４
年
間
、
復
興
支
援
員
『
釜
援
隊
』
で
広
報

を
担
当
。
現
在
は
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の

他
、
企
画
か
ら
司
会
ま
で
一
貫
し
て
伴
走
す
る

『
寄
り
添
い
型

M
C
』
と
し
て
活
動
中
。

1
3
:1
5
～
1
3
:4
5

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
さ
ら
に
復
興
状

況
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
開
会

前
に
パ
ネ
リ
ス
ト
が
自
ら
紹
介
ブ
ー
ス
を
出
展
し

ま
す
。

活
動
内
容
を
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
や
、

じ
っ
く
り
お
話
し
を
聞
い
て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

岩
手
県
釜
石
市
橋
野
町
生
ま
れ
。

釜
石
市
立
釜
石
東
中
学
校

3
年
生
の
時
に
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
小
学
生
と

一
緒
に

1
.6

k
m
先
の
峠
へ
と
避
難
し
助

か
っ
た
。
語
り
部
活
動
を
行
い
、
被
災

地
、
未
災
地
関
係
な
く
、
同
世
代
が

「
災
害
」
や
「
い
の
ち
」
に
つ
い
て
考

え
、
自
由
に
語
り
合
う
場
作
り
を
行
っ

て
い
る
。

釜
石

P
IT

バ
ス
移
動

8
:0
0
～
1
0
:0
0

「
釜
石
大
観
音
仲
見
世
通
り
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」

合
同
会
社
s
o
fo

代
表
社
員

宮
崎

達
也

氏

会
場
受
付
（
釜
石
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
ス
マ
イ
ル
･
釜
石
P
I
T
）

1
0
:0
0
～
1
0
:1
5

バ
ス
移
動

盛
岡
駅
西
口
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
1
7
:3
0
着

1
5
:4
0
～
1
7
:3
0

そ
ば
っ
ち
も

参
加
し
ま
す

基
調
講
演

1
3
:0
5
～
1
4
:0
5

沿
岸
広
域
振
興
局
土
木
部

岡
島

雄
一
郎

沿
岸
広
域
振
興
局
土
木
部

桑
原

直
哉
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令和２年度 

第
１
回 

■司  会  服部 真理 氏（やまだワンダフル体験ビューロー） 
■事例報告  
 ・大槌高校復興研究会による防災絵本の発表(高校生による発表) 
 ・オランダ島ハウスにおける山田町放課後児童クラブ・子育て 
  サロンの紹介           （山田町職員による報告） 
 ・大槌川水門・小鎚川水門に関する発表 
             （沿岸広域振興局応援職員による報告） 
■コメンテーター 神谷 未生 氏   （おらが大槌夢広場代表理事） 

東 日 本 大 震 災 津 波 の 教 訓 と 復 興 の 姿  
～ 1 0 年 目 の 沿 岸 被 災 地 か ら ～  

 
主催：いわて未来づくり機構 

お問合せ：岩手県復興局復興推進課 TEL:019-629-6945 FAX:019-629-6944 E-mail:AJ0001@pref.iwate.jp 

 会場に関する情報や会場周辺の地図はこちらから 
ご覧いただけます。なお、駐車場には限りがありま 
すので、公共交通機関をご利用ください。 
https://www.town.otsuchi.iwate.jp/gyosei/docs/ 
374322.html 

日 

11:00 ～ 12:10 
山田町 

復興まちづくり状況視察 

13:30 ～ 15:00 大槌町 事例報告 

15:10 ～ 15:40 大槌町 復興の現場 
大槌川水門・小鎚川水門視察 

<事例報告会会場：大槌町文化交流センターおしゃっち(定員50名)> 

〒028-1117 岩手県上閉伊郡大槌町末広町1番15号 
TEL 0193-27-5181 ／ FAX 0193-27-5182 
交通アクセス 三陸鉄道「大槌駅」より徒歩10分 

令和２年8月23日 

1 1 : 0 0 ～ 1 5 : 4 0 

  

 ■説明 沿岸広域振興局応援職員他 

■コーディネーター 服部 真理 氏 
                                        （やまだワンダフル体験ビューロー） 
 

<沿岸報告会プログラム> 
山田町：復興まちづくり状況視察 
大槌町：事例報告 
      復興の現場（水門）視察 

沿岸報告会 

大槌町 

山田町 
スケジュール 
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神谷 未生 氏（(一社)おらが大槌夢広場 代表理事） 

大槌高校復興研究会 

佐々木 美智穂 助産師 
（山田町健康子ども課子育て世代包括支援センター） 

中谷 恭右 技師 （静岡県派遣） 
（沿岸広域振興局土木部復興まちづくり課） 

岩手県知事 
達増 拓也 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

 新しい生活様式に配慮した実施について 

・参加者の皆様は、検温、マスクの着用、手指消毒等に 

 ご協力をお願いします。スタッフもマスク着用で 

 業務にあたります。 

・事例報告会場では三密空間を避けるため、 

 座席数を減らし一定の間隔を保ちます。 

 また、扉を開けるなど換気に努めます。 

申込方法 下記のいずれかの方法で申込みください。 

Ｅ-ｍａｉｌで申込み 

件名を「第１回いわて復興未来塾」として、下
記の必要事項をご記入の上、申込みください。 

■氏名（ふりがな）■職業・所属・団体名等 

■住所・電話番号・FAX■メールアドレス 

■参加プログラム（下記申込書参照） 

■バス利用の有無（乗車場所含む） 

ＦＡＸ又は郵送で申込み 

下記の「参加申込書」に必要事項をご記入の
上、申込みください。 
 
※郵送の場合は締切日必着でお願いします。 

AJ0001@pref.iwate.jp E-mail 019-629-6944 FAX 

問い合わせ先 

いわて未来づくり機構 
（事務局：岩手県復興局復興推進課） 
〒020-8570 盛岡市内丸10-1 
TEL：019-629-6945／FAX：019-629-6944 
E-mail：AJ0001@pref.iwate.jp 

８月７日(金) 

申込締切 

第１回 いわて復興未来塾 参加申込書 

ふりがな 

氏 名 

職業・所属 
団体名等 

〒 
住 所 

Tel                   Fax 

参加プログラム（参加するものに○をつけてください。複数選択可） 
・利用する（乗車場所  盛岡駅西口 ・ 県庁 ） 

・利用しない 

※ご記入いただいた個人情報は、個人情報保護法に基づき、他の用途には一切使用しません。 

盛岡発の往復シャトルバス（無料）の 
ご案内（乗車定員30人） 

当日は、盛岡から現地までの往復バスを運行します。座席数

に限りがありますので、申込みはお早めにお願いします。 

※乗車前の検温、手指消毒、マスク着用にご協力ください。 

 座席数を減らす等の感染防止を図り運行します。 

【往路】盛岡駅西口8:15発→岩手県庁8:45発→陸中山田駅→ 

    おしゃっち→大槌川・小鎚川水門    

【復路】大槌川・小鎚川水門15:40発→岩手県庁18:00着→ 

     盛岡駅西口18:15着 

 服部 真理 氏（やまだワンダフル体験ビューロー）  
大槌高校の復興研究会では、大震災の教
訓を伝える生徒手づくりの紙芝居をまとめ、
DVD付き絵本「伝えたいこと あの日、私は
小学２年生だった」を制作した。震災を経
験していない世代が増え、紙芝居形式によ
り手軽に何度も読めるように工夫しながら、
震災の伝承発信に取り組んでいる。 

名古屋市出身。東日本大震災津波発災
直後より大槌町で復興支援にあたる。
2012年より、現在代表理事を務める「おら
が大槌夢広場」に所属。復興ツーリズム事
業の展開や高校生育成事業、今年４月よ
りおしゃっちを中心とした地域活性化にも挑
戦中。 

事

例

発

表

者

 

静岡県からの応援派遣職員として沿岸広
域振興局に勤務。大槌川水門・小鎚川
水門の水門土木工事の監督員として、工
事設計書作成、現場管理、関係機関調
整等を担当。 

いわて復興未来塾とは 

 東日本大震災津波からの復興を力強く進め
ていくためには、復興を担う個人や団体など
多様な主体が、復興について幅広く教え合い、
学び合うとともに、相互に交流や連携をしな
がら、復興の推進に生かしていくことが求め
られます。 
 このため、岩手県内の産学官の連携組織
「いわて未来づくり機構」で は、「 未来づくり
＝人づくり」との考え方のもと、「いわて復
興未来塾」を開催しています。 

東京都出身。平成26年から山田町復興
支援員に着任。山田町の体験型観光の窓
口「やまだワンダフル体験ビューロー」を担当。
新たな観光プログラムの開発や旅行会社へ
の営業など、業務は多岐にわたる。復興ま
ち歩きツアー等県内外へ山田町の魅力を
発信している。 

Mail 

一般社団法人オランダ島による復興支援に
より2014年に「オランダ島ハウス」が完成。
現在、ここを拠点に放課後児童クラブや子
育てサロンを実施している。 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー 

シャトルバス利用の有無（どちらかに○をつけてください） 

・山田町 復興まちづくり状況視察 

・大槌町 事例報告  ・大槌町 現場(水門)視察 定員に達した場合、ご遠慮いただく場合があります。 

はっとり  ま り 

かみたに み お 

なかたに きょうすけ 

さ さ き   み ち ほ 
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いわて未来づくり機構 イノベーション推進作業部会の 

実績報告・活動計画 

 

テーマ： 岩手型イノベーションの推進について 

 座長： 古舘 慶之 担当団体：科学・情報政策室 

 

報告要旨 

 Society5.0の目指す超スマート社会を見据え、岩手県科学技術イノベーション指針に基づき、

ドローン物流の社会実装に向けた実証実験を実施するとともに、持続可能な開発目標（ＳＤＧ

ｓ）の達成に向けて、「暮らし×遊び×イノベーション」をテーマにしたワークショップを開

催した。 

 

１．令和元年度の作業部会開催実績と検討内容等（アウトプット） 

令和元年11月20日 

 

令和２年１月15日 

 

令和２年２月13日 

 

令和２年３月18日 

第１回作業部会開催 

・ワークショップ企画案、先進地視察案等協議 

第２回作業部会開催 

・ワークショップ企画案協議 

第３回作業部会開催 

・ワークショップリハーサル 

第４回作業部会 

・ワークショップ開催結果報告、次年度計画案協議 

 

２．令和元年度の活動に係る成果と課題等の評価（アウトカム） 

令和元年度活動計画 令和元年度活動状況・成果・課題 

岩手県科学技術イノベーション

指針に基づく文化生活面への社会

実装、経済分野への展開を推進 

■ドローン物流実証実験 

・日 時：令和２年２月13～26日／岩泉町 

・内 容：携帯電話網を活用した目視外補助者なし自動飛

行検証 

・成 果：22回飛行し18回成功 

    ※ 配送した商品：岩泉ヨーグルト、龍泉洞の化

粧水など（約１kg）。 

■ワークショップ開催 

・日 時：令和２年２月22日（土）／紫波町 

・テーマ：「暮らし×遊び×イノベーション」 

・参加者：11名 

・成 果：社会課題に応じた科学技術の活用に関して問題

意識を共有 

 

３．今後の活動方針・予定 

Society5.0の目指す超スマート社会を見据え、岩手県科学技術イノベーション指針に基づ

き、引き続きドローン物流の社会実装に向けた実証実験を実施するとともに、社会課題解決に

向けた未来技術の活用に関するワークショップ開催や全国における活用事例を調査し、本県に

おける取組の方向性について研究を進める。 
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いわて未来づくり機構 子育て支援部会の実績報告・活動計画 

 

テーマ： 母と子だけではなく家族全体を支える岩手版ネウボラの開発 

 座長： 庄司 知恵子 担当団体：岩手県立大学 

 

報告要旨 

平成 30 年度に取り組んできた作業から、制度が整っていても、仕事と育児の両立の難しいという現

状が見えてきた。その背景には「職場の雰囲気」が大きく影響する点も各活動を通して見えてきた。 

そこで、令和元年度は、これまでの活動から企業における子育て支援体制のあり方について検討を行

った。「子育て支援が充実している職場のあり方」を柱に、「子育て支援環境が整った企業インターン

シップ」の実施、インターンシップ協力企業と働き方改革のトップを走るサイボウス株式会社を交えて

の「ワーク・ライフ・バランス推進セミナー」を実施した。これら活動を通して、県民に、職場の雰囲

気を改善することの重要性を伝えると同時に、次世代の若者たちに子育てと仕事の両立について考える

機会を提供した。 

また、職場環境の改善に努めている企業への調査を通して、さまざまな認証取得が子育て環境の整備

だけではなく、子育ての理解といった経営側・管理職の意識改善につながっている点を明らかにした。

とはいえ、職場環境の改善に積極的に努めている企業でさえも、さまざまな活動が男性の育児休暇の取

得のしやすさにはなかなか結び付いておらず、この点については検討すべき課題として次年度作業（調

査）にも活かしていく予定である。 

次年度は、地域や自治体における子育て環境の整備についても検討することを目的としており、その

ヒントを得るため NZ 子育て家庭環境視察研修 2020 への参加、看護小規模多機能むく（佐賀県唐

津）視察を検討していたが、コロナ禍によりキャンセルとなった。 

 

１．令和元年度の作業部会開催実績と検討内容等（アウトプット） 

令和元年4月 

令和元年5月 

 

令和元年7月7日 

 

令和元年8-9月 

 

令和元年11月 

 

令和元年11月23日 

 

 

令和元年12月13日 

 

 

令和2年2月27-3月7日 

 

令和2年3月23日-25日 

ファミサポプロジェクト検討会 

子育て支援環境が整った企業に特化したインターンシップ先訪問・学

生説明会 

岩手県立大学男女共同参画推進シンポジウム 

「男性の育児休業」 

インターンシップの実施 

（株式会社タカヤ・リコージャパン株式会社岩手支社） 

企業における子育て支援体制についての調査 

（384事業所対象→139件回収（36.4%）） 

ふるさと発見！大交流会 in IWATE2019 

「いわてオリジナルのインターンシップと働き方改革〜実はイケてるい

わてのインターンシップ〜企画」パネリストとしての参加 

ワーク・ライフ・バランス推進セミナー 

「あなたの育児も仕事も応援します！！－職場の雰囲気づくりって、どう

やってやればいいの？－」 

NZ子育て家庭環境視察研修2020への参加 

子どもファーストの社会について→コロナ禍によりキャンセル 

看護小規模多機能むく（佐賀県唐津）視察 

入居者と子育て親子の交流→コロナ禍によりキャンセル 
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２．令和元年度の活動に係る成果と課題等の評価（アウトカム） 

令和元年度活動計画 令和元年度活動状況・成果・課題 

①企業における子育て支援の雰囲

気づくり 

 

 

 

 

②企業における子育て支援の重要

性についての理解・提示、次世代

育成 

 

 

 

③企業における子育て支援整備状

況についての調査・分析 

  

① ワーク・ライフ・バランス推進セミナー「あなたの育児

も仕事も応援します！！－職場の雰囲気づくりって、どう

やってやればいいの？－」を実施。②のインターンシップ参

加企業とサイボウズ株式会社の参加により、さまざまな事

例を交えながらパネルディスカッションを行い、好評を得

た。 

② インターンシップin東北における「子育て支援環境が

整った企業に特化したインターンシップ」を実施した。

参加企業においては、自分の職場の状況を知る良い機

会なり、子育て支援環境が整った企業としての周知に

もつながった。参加者においては、働くこと自体の捉え

直しや、子育てについて考える良いきっかけとなった。 

③企業における子育て支援体制についての調査を行った。

（384 事業所対象→139 件回収（36.4%）） 

認証取得が子育て環境の整備だけではなく、子育ての理解と 

いった経営側・管理職の意識改善につながっている点を明ら 

かにした。とはいえ、職場環境の改善に努めている企業でさ 

えも、さまざまな活動が男性の育児休暇の取得のしやすさに 

はなかなか結び付いておらず、この点については、検討すべ 

き課題として残された。 

 

３．今後の活動方針・予定 

地域と子育ての在り方について検討をする。 

①自治体における子育て支援の取組についての調査―「小1の壁」について 

 滝沢市・大船渡市・北上市の学童に通う小学校1年生の保護者を対象とする 

②地域における子育て支援のあり方について―親子と地域をつなぐ幼老交流 

令和 2 年度 ワーク・ライフ・バランス推進セミナー 

「子育て&働く…そして、結び目になる－地域の子育て拠点としての価値を作る―」 

12月4日（金） 岩手県立大学講堂にて 13時半～16時 

第一部：講演「子連れ出勤×介護は一石三鳥だった！～赤ちゃんがいる介護現場むくの取り組み～」 

     講師：佐賀県 「看護小規模多機能むく」 代表 佐伯美智子氏 

第二部:パネルディスカッション 「岩手でもやってみようよ！！」 

コーディネーター：社会福祉学部・柏葉英美准教授 

パネリスト：盛岡「第二の我が家」 理事 西舘淳也氏 

パネリスト：仙台「アンダンチ」 代表 福井大輔氏 

パネリスト：社会福祉学部・庄司知恵子准教授 

コメンテーター：佐賀「看護小規模多機能むく」 代表 佐伯美智子氏 

③次世代とともに「子育て」について考える―県立大・NZ研修参加予定学生との作業 
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いわて未来づくり機構 ふるさといわて創造作業部会の実績報告・活動計画 

 

テーマ： 地元大学生及び首都圏大学生の岩手県内就職の促進 

 座長：小野寺純治 担当団体：岩手大学 

 

報告要旨 

「ふるさといわて推進協議会」と「いわてで働こう推進協議会」等との連携により、地元

大学生等と県内事業所とが交流を行う「ふるさと発見！大交流会in Iwate2019」を実行委員

会方式により開催した。また、地域で働くことと暮らすことを学ぶ「地域志向型インターン

シップ」が県内7地域で開催された。 

さらに、国のCOC＋プロジェクト終了後の対応について関係者と協議・調整を行い、大交流

会はいわてで働こう推進協議会が、地域志向型インターンシップについては各実施機関が継

続して実施していくことを確認した。 

なお、COC＋のレガシーを受け継いで地域創生を推進する組織体として株式会社イノベーシ

ョンラボ岩手を設立するための関係者調整を行った。 

 

 

１．令和元年度の作業部会開催実績と検討内容等（アウトプット） 

 

令和元年6月26日 

 

 

令和元年8月5日 

 

令和元年10月8日 

 

令和元年11月1日 

 

 

令和元年11月23日 

令和2年3月16日 

 

 

 

令和元年4月 

 

令和元年8月～9月 

 

令和2年1月28日 

 

 

「ふるさと発見！大交流会in Iwate」令和元年度第1回実行委員会 

・規約、開催方針、出展要領、出展団体公募の審議・決定 

・学生実行委員会の活動報告 

同第2回実行委員会（メール審議） 

・出展団体の決定と追加募集 

同第3回実行委員会（メール審議） 

・追加出展団体の決定 

同第4回実行委員会 

・出展状況と会場配置、来場者見込み、出展団体説明会実施状況報告 

・当日のスケジュール確認 

「ふるさと発見！大交流会in Iwate2019」開催 

同第5回実行委員会（メール審議） 

・「ふるさと発見！大交流会in Iwate2019」開催状況、収支報告、次

年度以降の開催について協議 

COC＋の首都圏協力大学である首都大学 

岩泉町で本インターンシップを企画してきた穴田光宏氏を岩手大学

客員准教授に委嘱し、各地域での開催状況を情報収集 

穴田客員准教授が二戸、葛巻、岩泉、花巻、釜石、北上、一関での開

催に合わせて現地ヒアリングを実施 

地域志向型インターンシップ情報交換会を開催 

 

 

 

【学生と県内事業所等との交流の場の創出】 

【地域志向型インターンシップの推進】 
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２．令和元年度の活動に係る成果と課題等の評価（アウトカム） 

令和元年度活動計画 令和元年度活動状況・成果・課題 

ふ る さ と 発 見 ！ 大 交 流 会 in 

Iwate2019の開催 

 

 

 

 

 

地域志向型インターンシップの推

進 

  

 

 

 

 

 

 

11月23日にいわて産業文化センターを会場に開催し、

151の出展団体と1,463名の来場者が交流した。その結果、

来場者の満足度は 96.8％（非常に満足 35.6％、満足

61.2％）であり、来年度以降の開催を望む者は95.1％で

あった。また、出展者の満足度は75％であった。しかし、

高校生の参加が期待するほど伸びず、今後の課題となっ

た。 

 地域志向型インターンシップは、二戸、葛巻、岩泉、

花巻、釜石、北上、一関の7地域で地域志向型インターン

シップが開催され、56名（うち15名が県外学生）の学生

が参加した。開催地は年々増加しているが、各地域での

開催方法等にばらつきが大きくなってきており、参加学

生の学びの向上を図るために各地域での開催状況の確認

し、グッドプラクティスの情報を共有するため、各地域

の主催者及び行政関係者が出席した情報交換会を開催し

た。 

 

 

３．今後の活動方針・予定 

作業部会の活動としては令和元年度をもって終了したが、部会で取り組んできた事業は、

関係機関等において発展的に継承され、実施されていくこととなった。 

 作業部会等での活動から見えてきた地域振興の主体としての若者への地域からの期待に応

えるため、賛同する企業や個人の出資により株式会社イノベーションラボ岩手を設立してイ

ノベーティブな思考を行う学生の育成や学生をスタッフとして雇用し、岩手県内外の企業や

自治体・NPO等との連携により彼らの活躍の場をつくり広げていくこととしている。 

※（株）イノベーションラボ岩手の活動状況 

岩手県の「令和2年度起業家人材育成事業」を受託し、8月末から「いわてイノベーション

スクール（イノスク）」及び「イノスク+」を開催して学生・社会人を対象とした人材育成事

業を実施している。 
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が
、
経
費
は
全
て
補
助
。
盛
岡
〜
岩
泉
の

送
迎
も
実
施
。
県
外
参
加
者
は
当
該
交
通
費
も
支
援

花
巻

⺠
間

4
泊

5
日

1
名

1
名

地
域
お
こ
し
協
力
隊

O
B
（
農
業
従
事
者
）
が
近
隣
農
家
と
連
携

し
て
実
施
、
学
生
は
日
替
わ
り
で
農
家
を
巡
る

釜
石

市
＋
地

域
D

M
C

4
泊

5
日

6
名

3
名

釜
石
市
が
企
画
か
ら
受
け
入
れ
ま
で
を
実
施
し
、
株
式
会
社
か

ま
い
し

D
M

C
が
宿
泊
・
食
事
を
支
援
（
学
生
負
担
な
し
）
。
自

宅
〜
釜
⽯
ま
で
の
交
通
費
は
学
⽣
が
負
担

北
上

⺠
間

4
泊

5
日

7
名

1
名

学
生
の
募
集
は
北
上
雇
用
対
策
協
議
会
が
、
企
画
・
受
け
入
れ

は
（
株
）
北
日
本
リ
ゾ
ー
ト
が
協
議
会
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

て
実
施

一
関

⺠
間

6
泊

7
日

4
名

2
名

(有
)か
さ
い
農
産
が
企
画
か
ら
運
営
ま
で
を
実
施
。
県
外
学
生

は
横
浜
国
大
生
で
あ
る
が
、
大
学
か
ら

2
万
円
を
交
通
費
と
し

て
補
助

合
計

5
6
名

1
5
名

1
3
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